日本語と韓国語の複数形接尾辞の使用範囲 : 文学作品と意識調査の分析結果から by 鄭 惠先 & Hyeseon JUNG
国立国語研究所学術情報リポジトリ
日本語と韓国語の複数形接尾辞の使用範囲 : 文学
作品と意識調査の分析結果から
著者 鄭 惠先
雑誌名 日本語科学
巻 17
ページ 27-46
発行年 2005-04
URL http://doi.org/10.15084/00002136
ドEI　Zsこ語零1・学馨17（2005勾三4ナ窪）27－46 ［研究論文］
日本語と韓国語の複数形接尾辞の使用範囲
文学作品と意識調査の分析結果から
　鄭　恵先
（長崎外国語大学）
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　本研究は，文学作赫と意識調査結果を資料として分析を行い，韓国語と日本語の複数形接尾辞の
使用範閉の特徴を明らかにすることを屋的とする。考察の方法としては，小説の対訳資料と両雷語
話者に対する意識調査結果を分析する。
　まず，前接する人名詞による共起領域の違いと関連して，つぎの2点を明らかにする。
　（1）普通名詞が不特定多数を指示する場合，韓国語では頻繁に複数形接尾辞を後接するが，El本
語では複数形接尾辞を面接しない。（2）三図名詞や準集団名詞に，韓口語ではよく複数形接尾辞を
後接するが，日本語ではあまり複数形晶晶辞を後接しない。
　つぎに，意昧解釈における用法の違いと関連して，つぎの2点を明らかにする。
　（3）韓国語の複数形接尾辞「暑」は近似複数を表せないが，臼本語の複数形接尾辞「たち」は，
同質複数と近似複数の両方を表すことができる。（4）近似複数を表す日本語の「たち」に似通った
性質を持つ韓国語の複数形接尾辞に「精］］がある。
1．はじめに
　本研究では，H本語と韓国語における複数形接尾辞の使用の実態を調査し，その使用範囲にお
いてそれぞれがどのような特徴を持つかを解明する。
　日本語と韓国語は，文法的な数のカテゴリを持たないという点で岡じであるが1，両書語の複
数形接尾辞の性質はかなり異なる。本研究では，国本語と韓国語の複数形接尾辞の文法的性質の
違いをまとめた上で，「文学作品とその対訳を資料とした複数形接尾辞の使用実態調査」と「複
数形接尾辞の使い方に関する日本語話者と韓国語話者の意識調査」にもとつく分析を行い，日本
語と韓国語の複数形接尾辞の使用範囲をより具体曲に浮き彫りにしていく。
　分析方法として，まず，小説の対訳資料を用い，日本語と韓国語における複数形接尾辞の出現
頻度を調べ，両書語の頻度差にかかわる要害について考察を行う。つぎに，これらの要霞が両雷
語での使用実態にも適合していることを検証するため，両言語話者に意識調査を行い，その調査
結果を分析する。具体的な分析の内容は，面接する人名詞による共起領域の違いと，意味解釈に
おける爾法の違いの二つである。
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2．日本語と韓国語の複数形接尾辞の文法的性質
　欝本語では「たち」「ら」ヂがた」「ども」などの複数形接尾辞があり，それぞれ明確な使用領
域を確保している2。それに比べると，韓国語の複数形接尾辞はバラエティに乏しく，「三州」と
いう一つの形式でほとんどの発話での複数表示をまかなっている。しかしながら，韓国語の複数
形接尾辞「暑」は，H本語の複数形接尾辞「たち」「ら」「がた」「ども」などに比べ，はるかに
広い範囲で使われる。
　以下の文（1）は，韓国の新聞の『韓国日報』の2000年9月1g日付けのインターネット記事から
抜き患したものである。ただし，本文中の番号は，便宜上筆者が本稿につけ加えたものであり，
（2）は筆者によるH本語訳である。
　　（1）Q｝四望4噌入1三L：隠｛轄量∫1｝（癬訓塁｝．…（秀軒）…豊手碧：豊∫2］｛≧○｝ヌ｝暑暑エ
　　　　蟻｝フM翻ス1摺邊暑〔3〕◎14Pt　OP－9一ス｝？1召暑［4］＆苦・瘤三エ入1三月？1モ・帽糧
　　　　ス｝｛gil　el］対暑川望八三午餓叫．01則射望9望裡4噌秀2噌｛｝急斜口音潮
　　　　評鯉鋒刊x［5〕輯併望盤蓋〔6｝6悔嘱ス12nge曇網ス魔齢｝馨
　　　　舜エ銀セ重｝号魔界星望昭旭早呈〔7｝望葵立呈塀望i穀叫ユ豊戴じ｝．望盈量智蝕鰺
　　　　｛｝州号〔8］9杢｝耶孟訓濃糾餐｝｛｝』導入｝さロ郎立司，望忍早瀬・？1モ｝囎副皇昆＆■
　　　　ヌ1声誉。ト斗．　　　　　　　　　　　　　　（URL：http：／／www．hankooki．com／hankook．htm）
　　（2）韓国人4人，シドニー脱獄犯たちll］に拉致。…（中略）…脱走犯たち［2］はこの車での
　　　　逃走中，現地の警察たち［3］が追跡してくると人質たち［4］を解放し，シドニー近辺のメ
　　　　リクビール地域に車を捨てて逃走した。このスポークスマンは，人質4人中2人は大韓
　　　　体育会総務役員ユン・ジョング氏など［5］韓国選手団の役員たち16〕で，ほかの2人はオ
　　　　リンピックボランティア活動をしている韓国人同胞の妊婦など［7］であると確認された
　　　　と伝えた。人質になっていたユン氏など［8］を対象に拉致の経緯を調査しており，妊婦
　　　　は近辺の病院に移送され治療中である。
　韓国語の記事（1）の中で注目したい点は，複数形接尾辞の使用が非常に多いということである。
この記事をR本語に訳した（2）を見てみると，［1］［3］では「たち」の使用は不自然であり，［2］
［4］［6］では「たち」は文体的に薪聞記事に合わない3。
　このように，日本語に比べ韓国語の中で複数形接尾辞が多用されることには様々な要因が考え
られる。これに関連して，本節では，先行研究での韓国語複数形接尾辞についての雷及にもとづ
き，臼本語と韓国語の複数形接尾辞の文法的性質の違いを考察する。なお，本調査で用いた文学
作句の中で，両者の違いが明確に現れる用例を取りあげ，両雷語で複数形接尾辞の使用頻度の差
を引き起こす要因を探る。以下，大きく五つの項欝に分けて述べていく。
　第1に，日本語の複数形接尾辞に比べ，韓国語の複数形接尾辞は前接する名詞への旧約が少な
いということがある。これについては，仁田義雄（1997：p．121）も，
　　　韓国語には，「暑」といった複数指定接辞が存在するが，《複数指定形》は，《人名詞》だ
　　けにではなく《物名詞》にも付きうる。…（中略）…複数指定接辞の共起領域が，貸本語や
　　中国語に比べて広い。
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と述べている。総本語では，名詞の中でも人や生物などの具体的な指示対象を表す名詞でなけれ
ば複数形接尾辞が後接できないため，抽象名詞などの数えられない不可算名詞に複数形接尾辞は
接続しない4。また，物名詞にも複数形接尾辞が後接しないのが普通である。しかし，韓国語で
はこれらの名詞にも複数形接尾辞「暑」がっくことが多い。
　以下に，小説の対訳資料からの例をあげる。
　　（3）a　それぐらいなら，大した問題なく暮らしていけるだろう。　　　　　　　［アボジ］
　　　bユ聾苛電解呈藍叡Ol琶。｝をヰ銀甲零。㌃．（それぐらいなら，大した問題たち
　　　　　なく暮らしていけるだろう。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［o｝ajス〕コ5
　　（4）a豆腐料理を幸す宿ばっかりで，僕も今夜食：つた。　　　　　　　　　　［キッチンl
　　　b　早早且精髄セ蛙早層01エL｝三ス時期盛観司．（豆腐料理をする旅館たちば
　　　　　つかりで，僕も夜食べた。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ヲ認］
　前述したように，韓国語は文法的な数のカテゴリを持たないため，（3b）と（4b）で用いられて
いる複数形接尾辞「暑」は必要不欝欠な要素ではなく，「暑」を除いても正文になり何ら問題は
ない。しかし，韓国語話者にはこれらの文で複数形接尾辞を後接したほうがより膚然に感じられ
る。そのことは，4節で後述する意識調査の結果からも明確である。
　第2に，H本語の複数形人称代名詞と違って，韓国語の複数形人称代名詞には複数形接尾辞が
後接可能であるということがある。つまり，もともと複数を表す入称代名詞ド♀調（わたした
ち）」や「司司（あなたたち）」にさらに複数接尾辞「暑」を後回し，「♀車掌（わたしたち）」
や「瞬郵量（あなたたち）」の形にすることができる。これに関しては，金文京（1989：p．68）も，
　　　朝鮮語のesri〈ヂ身〉は，依然として複数としても使われるが，複数の意味を明確にした
　　い場合は，複数語尾tul〈瞭濯〉をつけて，　uritesl〈ヂ身吾〉とする。（〈〉は筆者注）
と述べている。以下に例をあげる。
　　（5）a　私たち待ってるから。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［アボジ］
　　　b　鎮フ｝71叫望禰．（私たちが待ってる。）　　　　　　　　　　　　　　　［0｝明ス1］
　　（6）a　私たちがいけなかったの。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［アボジ］
　　　b　ilil　ji2．量暑昊。】酵．（私たちの間違いなの。）　　　　　　　　　　　　　［o｝朗ス1］
　（5b）では複数形接尾辞が後接していない形式の「♀司」が，（6b）では複数形接尾辞が後接し
ている形式の「♀司暑」が使われているが，そのH本語版では両方とも同じく「わたしたち」
が用いられている。このような複数形の二重重ねは韓国語では非常に一般的である。
　第3に，複数形接尾辞に前接する品詞の許容範囲の違いをあげることができる。
　これに関連して，朝鮮語学研究会（1987：p241）は，
　　　この一環は体欝語尾の後ろにもつき，体雷の直後にもつき，翻罰の後ろにもつき，また用
　　言の接続形の後ろにさえつきます。
と，韓国語複数形接尾辞の共起範囲が非常に広いことについて触れている。以下にその例をあげ
る。
　　（7）a　（皆さん）さようなら。
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　　　b　努努中暑7｝唱入1皇．（《あなたがた》，安寧にお帰り下さい。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪外国語大学朝鮮語研究室1986から引用）
　　（8）a　たんと召し上がれ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［シュリ］
　　　b　劉量三入1　ite；．（《あなたがた》，たくさん召し上がって。）　　　　　　　　［野司］
　（7b）では「蛙碧司（安寧に）」，（8b）では「書ol（たくさん）」に複数形接尾辞「暑」が後接し
ている。ここで複数になる対象は，複数形接尾辞に前接している晶詞部分ではなく，文の表面に
現れていない主語や動作主となる複数の人物である。（7b）と（8b）の日本語訳で《》で示して
いる部分がこれに当たる。
　このように，韓国語では，文中に人名詞が明示されていない発話でも，別の晶詞に複数形接尾
辞ザ暑」を後接することで，指示する人物が複数であることを表すことができる。これらの複数
形接尾辞は，名詞のみならず，副詞などの新傷にも接続が可能であり，その傾向は（1）のような
薪聞記事の文体よりも会話文の中で多く見られる。
　第4点として，臼本語のような畳語形式が韓国語に多くないということがある。（9）はその一
例で，日本語版では畳語の「方々」が用いられているが，韓国語版では「岳（方）」に複数形接
尾辞「暑」が後接している。
　　（9）a　おたくたちのように成功した方々に，あっしのような無学のものがあれこれ欝うのは
　　　　　おかしなもんですが…。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［アボジ］
　　　b　喫暑巷ol想暑墾学制oll　」・II　l斗：琶喜早掴碧ol叶。）eLl刈一町｛｝遇「τ：｝巻A］
　　　　　門下杢マ｝…．（おたくたちのように成功した方たちに，わしのような無学のものがあ
　　　　　れこれ言うのはおかしなもんですが…。）　　　　　　　　　　　　　　　［叫司ス1］
　なお，これらのほかに，日本語の「たち」に比べ韓国語の「暑」は文体を選ばないという点も
両欝語の複数形接尾辞の頻度差に影響する要素の一つといえるであろう。つまり，EI本語の複数
形接尾辞「たち」は書きことばより話しことばに多用される傾向があるが，韓国語の複数形接尾
辞「看」にこのような文体的な偏りは少ないのである。
　以上の考察から，多様な種類を持つ日本語の複数形接尾辞に比べ限られた種類しか持たない韓
国語の複数形接尾辞が，より様々な接続形式を持ち，非常に使用範囲も広いということがわかっ
た。
　最後に第5点として，韓国語での複数形接尾辞の多用には痘接かかわりがないが，日本語と韓
国語の複数形接尾辞の文法的性質の違いとして「近似複数の用法」を取りあげる。まず，近似複
数という用語について述べておこう。近似複数とは，常に詞質複数という用語と対立する意味と
して使われる。以下にその例をあげる。
　　（10）あなたたちも一緒に行きましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　［作例］
　　（11）木村さんたちも一緒に行きましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　［作例］
　同質複数とは，「X÷複数形接尾辞」が「複数のX」という意味を表す場合である。また，近
似複数とは，「X＋複数形接尾辞」が「Xとその他」という意味を表す場合である。たとえば，
（10）の「あなたたち」は「複数の「あなた」」という意味を表す同質複数になれるが，（ll）の
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「木村さんたち」は「木村さんとその他」の意味を表す近似複数にしかなれない。
　このような日本語での複数形接尾辞の2通りの意味解釈に対して，韓国語の複数形接尾辞
「三混」はどう対応しているか考察してみよう。
　　（12）　鳥撃王壱01傘入1叫．（あなたたちも一緒に行きましょう。）
　　（13）＊ヲ］￥　64｝XMをol脊入1癖．（木村さんたちも一緒に行きましょう。）
　（12）は（10）の韓国語訳で，（13）は（ll）の韓国語訳である。同質複数を表す（12）は適切だが，近
似複数を表す（13）は不適切である。つまり，韓国語の複数形接尾辞「暑」は近似複数を表せな
い。この違いについては，いくつかの先行文献でも言及されている。山越康裕（2001：p．269）に
は，
　　　dul〈ξ〉は人称代名詞には接続するが固有名詞には接続せず，（中略）親族名詞に接続し
　　ても近似複数の意味にはならないという（金轡華氏による）。（〈〉は筆者注）
という引用が見られる。さらに，野間秀樹（2002：p．90）には，
　　　また，「A暑」とあれば，必ず「Ajと呼び得るものが複数あることを示し，「AとBとC」
　　などの組み合わせをfA暑」ということができない点も，日本語とは異なる。
という記述があり，まさにここで述べる内容についての今回がなされている。
　前述した（2）の韓国の下聞記事の日本語訳をもう一度児てみると，この記事の中で近似複数に
該当するものは，固有名詞に後接している［5］と［8］，定記述の「妊婦」に後接している［7］であ
る6。韓国語の複数形接尾辞「暑」は近似複数を表せないため，この記事の韓国語版ではこれら
の箇所に「など」の意味を持つ名詞「吾」が使われていることがわかる7。日本の新聞記事であ
れば，「など」ではなく「ら」が用いられるところであろう8。
　ここまで取りあげた5つの文法的性質のうち第4までの観点によると，臼本語の複数形接尾辞
は韓国語の複数形接尾辞「暑」に比べて，共起領域が狭く，前接する形式も限られている。しか
し，上記の近似複数の用法は，韓国語複数形接尾辞にはない日本語複数形接尾辞のみに見られる
明確な特徴の一つである。
　以上，日本語と韓国語の複数形接尾辞の文法的性質の違いについて，先行研究にもとづき，五
つの観点からまとめてみた。ここからは，分析対象をさらに具体的な雷害形式にしぼり，その使
用範照を細かく対照・考察する。とりわけ，各複数形接尾辞とそれらに前接する人名詞とのかか
わりに焦点を当ててよりミクロな分析を行うことで，韓国語とは異なる日本語の複数形接尾辞の
特徴が一層顕著になると考える。
3．文学作品による日本語と韓国語の複数形接尾辞の対照
3．1．調査の概要
　本節では，洋書語での複数形接尾辞の使用実態を知る一一一一・つの手がかりとして，小説の対訳資料
の会話文を取りあげ，口本語と韓国語の複数形接尾辞の使われ方にどのような違いが見られるか
を考察する。考察の対象は，日本語と韓国語とで対応関係が成立する「人名詞＋複数形接尾辞」
に限定し，韓国語のみに見られる，物名詞や副詞，複数形人称代名詞などに複数形接尾辞が後接
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した例は取りあげない。また，日本語についても，［わたしたち，おまえら」「こいつら，あいつ
ら」のような複数形人称代名詞，複数形指示代名詞は，複数形として形式的に固定された形であ
ると考え，考察対象から外す9。
　さらに，ここでは，分析対象となる人名詞の種類を集団名詞，準集団名詞，普通名詞に三分
し，より詳細な考察を試みる。集団名詞とは，日本語の「方々」「人々」などの畳語と，「諸君」
「連中jr両親1「一行」「みなさん」など，意昧的に複数にしか解釈できない人名詞のことであ
る。準集団名詞とは，「家族」「兄弟」「友達」など，集団全体を指示することも，集団を構成す
る個体を指示することもできる人名詞のことである。なお，集団名詞と準集団名詞のどちらにも
該嶺しない人名詞をまとめて普通名詞に分類する1G。これらの人名詞の例を以下に示す。
　　（14）私ね，びっくりしてその連中の顔を穴のあくほどにらんでやったの。　　　　［サイ］
　　（15）　こんな日は，家族がいたらな，と思ったりはしないか。　　　　　　　　　こシュリ］
　　（16）他の女の子達が都合が悪くてね。　　　　　　　　　　　　　　　　　［＄ッチン3
　（14）の「連中」は集団名詞，（15）の「家族」は準集団名詞，（16）の「女の子」は普通名詞の例
である。
　分析資料としては，H本の小説5柵とその韓国語翻訳版5冊，韓国の小説4偶とその臼本語翻
訳版4冊で，計18冊の現代小説を使用している。これらの中から「人名詞＋複数形接尾辞」の形
式が用いられている発話を抽出し，両雷語の原作とその翻訳版に現れる複数形接尾辞を岡一箇所
において比較した。使用した小説については本論の最後に記している。
3．2．複数形接尾辞の出現頻度の差
　まず，小説の日本語版での「人名詞＋複数形接尾辞」の形式に対して，韓国語版ではどのよう
な形式が対応しているかを調べた。その詳細を表1に示す。
表1　日本語版の複数形接尾辞に対応する韓国語版の形式
　この表から，β本語版に現れた複数形接尾辞の形式は「普通名詞＋たち」「普通名詞＋ら」「普
通名詞＋ども」の3種で，これらに対応する韓国語版の形式としては，階通名詞＋暑」「普通名
調」「普通名詞＋司」ヂ集団名詞」の4種があることがわかる。たとえば，日本語版の「普通名詞
＋たち」の形式が韓国語版ではどのような形式に対応しているか，以下に具体例をいくつか取り
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あげる。
　　（17）a　もし，結核患者たちが天然痘の攻撃をまともに受けていたら，　　　　　［リング］
　　　　b　妊望召刷豊潤el麹笹野釧号Zl暑碧馬立呈世鍛周吟行，（もし，結核患者たち
　　　　　が天然痘の攻撃を真っ正爾から受けていたら）　　　　　　　　　　　　　　［et。］
　　（18）a母たちは娘に自分たちのように生きてはいけないといいながら，　　　　　［サイ］
　　　　b　♀司釧明明月量｛｝曽暑二院著狸斗憐軍門野饗群エ升黒嶽エ，（我々の母た
　　　　　ちは娘たちには自分と異なる人生を生きうと教えて）　　　　　　　　　［早杢］
　　（19）a　けど，おばさん達は，身投げと思わはったんです。　　　　　　　　　　卜月］H
　　　　b　糾囚豊遡セ望擁升b6爵号暑q筆削エ想4墾副道．（けど，おばさんた
　　　　　ちは姉さんが自分で身を投げたと思ったんです。）　　　　　　　　　　　　［壼］
　　（20）a　明け方から捜しに出たはったおばさん達が，偶然見つけはったそうで，　　［一月］
　　　　b　入牌早引蟹暑妻立際痔毅望幽01♀曽司唐通徽叫エ6｝Ojg．（明け方
　　　　　から娘を捜しに出ていたおばさん一行が偶然発見したんだそうです）　　　　［毫］
　日本語版の「普通名詞＋たち」に対応する韓国語版の形式のうち，（17）の「暑叫暑（患者た
ち）」は「普通名詞＋暑」，（18）の「ス｝忍（自分）」は「普通名詞」，（19）のP｝吾ロ｝司（おばさん
たち）」は「普通名詞＋司」，（20）の「望遡（一行）」は「集団名詞」の例である。
　全体を見ると，β本語版では「たち」が125例，「ら」が15例，ヂども」が14例で，合わせてi54
例の複数形接尾辞が集計された。なお，これらの複数形接尾辞に葡接する人名詞はすべて，前述
した3分類のうち普通名詞に該当するもののみであった。
　合計154例のうち140例が韓国語版の「暑」と対応しており，これは全体の91％になる。この結
果からも，口開語の中で使われる複数形接尾辞は「暑」に集中していることがわかる。なお，日
本語版では複数形接尾辞が明示されているのに，韓国語版では複数形接尾辞が明示されず普通名
詞のみの形式になっているのが11例あって，これは全体の7％である。
　さらに，ここで注［1したいのは，日本語版での「たち」が韓国語版で「暑」ではなく「劇に
対応している例が，上記の（19）を含めて2例見られることである。少数ではあるが，これは韓国
語の「暑」とは異なる用法を持つ，H本語複数形接尾辞「たち」の特徴の一面を覗かせる貴重な
用例である。この韓国語の複数形接尾辞圓」については，5節で詳しく考察する。
　つぎに，韓国語版でのf人名詞＋複数形接尾辞」の形式に対して，El本語版ではどのような形
式が対応しているかを調べた。その詳細を表2（次ぺ・…一ジ）に示す。
　韓国語版では，「暑」が508例，「劇が2例で，合わせて510例の複数形接尾辞が集計された。
「暑」の場合，前接する人名詞の種類によって，「普通名詞＋暑」「集団名詞＋暑」「準集団名詞＋
暑」の3種に分けられ，「燐」は2例ともザ普通名調＋ql」の形式になっている。これら4種目
形式に対癒する日本語版での形式は「普通名詞」「普通名詞＋たち」「集団名詞」など計7種であ
る。表1での「H本語版の3種の形式を韓国語版では4種の形式で対応している」という結果に
比べると，H本語版での複数を表す形式が韓国語版より多彩であることがわかる。
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ge　2　韓煙霞版の複数形接尾辞に対応する日本語版の形式
■　　一　　一　　一　　一　　曹　　齢　　脚　　騨　　騨　　r　　一
@普通
@名詞
‘　　・　　曽　　輸　　繭　　輔　　牌　　悸　　一　　F　　，　　一
@普通
@名詞
{たち
一　　一　　一　　曽　　臨　　髄　　簡　　繭　　悸　　騨　　糊　　R
@集団
@名詞
@準
@集団
@名詞
@普通
@名詞
{ども
@普逓
@名詞
@＋ら
@畳
@語
??
普逓名詞＋暑 282 ！13 36 0 14 13 4 462
集団名詞＋曇 6 0 17 0 0 0 0 23???
準三唱名詞牽著 0 0 2 21 0 0 0 23
普通名詞牽司 0 2 0 0 0 0 0 2
合言十　　　　　　　　　　　　　288　　　　　　／15　　　　　　　55　　　　　　　21　　　　　　　14　　　　　　　13　　　　　　　　4　　　　　　510
　具体的には，まず，韓国語版では複数形接尾辞が用いられているのに，日本語版では複数形接
尾辞が用いられず普通名詞のみの形式になっているのが288例で全体の57％になり，対応形式の
中でもっとも高い比率を占めている。表1の日本語版の複数形接尾辞に対応する韓国語版の形式
で，普通名詞のみの例がわずか7％であったのに比べると，日本語版より韓国語版のほうで複数
形接尾辞が多く使われていることは明らかである。
　また，集団名詞が55例で全体の11％，準集団名詞が2王例で全体の4％を占めており，表1で韓
国語版の集団名詞が1例しかなかったことに比べるとかなり高い数値である。このように複数形
接尾辞を使わず，集朋名詞，準集田名詞だけで複数であることを示している例まで含めると，臼
本語版での複数形接尾辞の非後接率は非常に高い。
　これらの結果から，韓国語では，複数の意味を含む入名詞にも複数形接尾辞を後接する傾向が
強いが，日本語では，入名詞そのものが複数の意味を含むものなら複数形接尾辞を後接しないの
が普通であるということが明らかになった。
　ちなみに，表2で韓国語版の複数形接尾辞にもっとも多く対応している日本語版の複数形接尾
辞の形式が「たち」であることから，「たち」はfら」や「ども」などに比べ使用範囲が広い接
尾辞であることがわかる。このほかに，表1ではまったく見られなかった「畳語」が4例見えて
いるのも，日本語版ならではの特徴であろう。
　表1と表2を比較すると，両言語での複数形接尾辞の使用頻度と使用範囲の違いは明瞭であ
る。この結果にもとづいて，3，3節では両言語の複数形接尾辞の使用上の相違について，前接す
る人名詞の種類別に詳しく考察する。
3．3．複数形接尾辞の穽後接と他形式との交代
　表1と表2の分析結果から，三つの形式を考察の基準として立てることができる。それは，
「普通名詞＋複数形接尾辞」，ヂ集団名詞率複数形接尾辞」，「準集団名詞＋複数形接尾辞」である。
　まず，「普通名詞＋複数形接尾辞」の形式について考察する。表1で，日本語版の「普通名詞
＋複数形接尾辞」が韓国語版で「普通名詞のみ」に対応している例が11例（7％）あった。一
方，表2で，韓国語版の「普逓名詞＋複数形接尾辞」が日本語版でゼ普通名詞のみ」に対応して
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いる例は282例（61％）で，その差は非常に大きい。
　これに関連した例は，以下のようである。
　　（21）a　一般の人も泊まれるんですか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［リング］
　　　　b立認ol二二朝霞を州三三狸量三三三亭銀珠且？（ホテルや賃貸z71j荘に一般
　　　　　の人たちも泊まれるんですか。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［閣］
　　（22）a　いまどきの子どもはろくなことをしなくなった。　　　　　　　　　　　　［新美］
　　　　b．ELk苦gLgE＄牛罐量司唄銀（味（いまどきの子どもたちはまったくろくでもな
　　　　　い。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［者饗］
　以上の例を肥ると，日本語では単数形の普通名詞で示しているところを，韓国語では「普通名
詞＋暑」で対応している。（21a）の「人」と（22a）の「子ども」は，文脈上不特定多数の対象
を指示するという点で共通している。このように不特定多数の対象を指示する場合，韓国語では
できるだけ複数形接尾辞を後接し，指示対象が複数であることをより明確に示そうとする傾向が
強い。しかし，H本語では，（21b）の「望壁三豊（一般の人たち）」や（22b）の「豆ZS音
廻量（いまどきの子どもたち）」のような複数形接尾辞の使い方は余計な感じがするだろう。
このような両言語間の使用上の違いが，前述した表1と表2での頻度差を生み繊す一つの要因に
なっていると考えられる。
　つぎに，「集腿名詞幸複数形接尾辞」の形式について考察する。以下にいくつかの例をあげる。
　　（23）a　今日，出版社の連中に聞いたんだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　［サイl
　　　　b　9量二三入ト素量を司暑ol　Xko3．（今a，旧版社の人たちに聞いてみた。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［早杢］
　　（24）a　まさに，薪たな時代は諸君の双肩にかかっている。　　　　　　　　　　　［シュリ］
　　　　b叫昆ユ素望入ト追入lx9◇1鯉量《｝一三滋曙．（まさに，その新しい歴史の始ま
　　　　　りが隊員たちの手にかかっている。）　　　　　　　　　　　　　　　　　［潮司］
　以上の例を見ると，8本語版では「連中」「諸1創という集団名詞が用いられているのに対し，
韓国語版では「普通名詞＋暑」の形式が用いられている。表2の結果でもこのような傾向は顕著
で，日本語版で集団名調になっている55例のうち，66％に巌たる36例が韓国語版では「普通名詞
＋暑」であった。よって，韓国語版では集団名詞だけで複数を示すより，普通名詞に複数形接尾
辞を後接して複数を示すほうが姫まれると考えられる。
　しかし，韓国語で集団名詞をまったく用いないということではない。以下はその例である。
　　（25）a　ご両親は元気だったかい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［サイl
　　　　b盤三碧計入1スL（ご両親たちはお元気でしょう。）　　　　　　　　　［早査］
　　（26）a　きっとみんな喜ぶよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［蛍］
　　　　b査豊7｝剛鰹円。ト．（皆さんたち，喜ぶよ。）　　　　　　　　　　　　こ7n署嘘珊
　（25）と（26）では，韓国語版でも集団名詞の「早呈岩（ご両親）」「y早（皆さん）」が用いられ
ているが，それにMlえてさらに複数形接尾辞「暑」が後接している。このように，韓国語では，
集団名詞にさらに複数形接尾辞が後接するのはよくあることで，まったく違和感なく用いられる
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形式である。一方，日本語では，集団名詞が用いられるときに複数形接尾辞が後接しないのが普
通であり，fたち」やヂら」などを畑えると不適切な文になりがちである。
　韓国語で複数形接尾辞の後高の傾向が強く見られるのは，前述したように複数の意味をより明
確にするためであると考えられる。これは，複数形人称代名詞に重ねて複数形接尾辞「暑」を後
接した「♀髭面（私たち）」「司司豊（君たち）」のような形式と岡じ役割を果たしている。
　つぎに，「準集団名詞＋複数形接尾辞」の形式について考察する。
　　（27）a友だちもみんなこのクロイツベルクに住んでいる。　　　　　　　　　　　［蛍〕
　　　　b捉量三里心01ヨ量O13Hl］91101｝磐エ戴干皇．（友達たちもみんなこのクロイ
　　　　　ツベルクに住んでいるんです。）　　　　　　　　　　　　　　　　［堀署魁司］
　　（28）a　こんな日は，家族がいたらな，と思ったりはしないか。　　　　　　　　［シュリ］
　　　　b　o授1せZl　fSlk想Z｝牡痔？（こんな日，家族たちのこと思い幽さないか。）〔斜司］
　ここでは，「友達」と「家族」が準集団名詞として用いられているが，これらの名詞は前述し
た集団名詞とは異なって，指示対象が必ず複数であるわけではない。よって，複数形接尾辞が後
接すると必ず不適切になるわけではなく，実際には「友達ら」などの表現もありえる12。しかし
ながら，これらの名詞は複数形接尾辞によって単数と複数が区別されるのではないため，H本語
ではほとんどの場合，複数形接尾辞が後接していない形式で単数と複数の両方を表す。
　一方，韓国語では，このような準集団名詞にもできるだけ複数形接尾辞が用いられる。とりわ
け，（27b）の「剋干（友達）」には複数形接尾辞が後接しないと単数の意味として捉えられやす
く，発話の意味が曖味になる。
　以上，日本語と韓国語の小説の中で複数形接尾辞の形式にずれが見られる箇所に焦点を当て，
その頻度差と共起領域の違いについて考察を行った。この考察から，日本語に比べて韓国語で複
数形接尾辞の使用頻度が高いことが再び確認された。なお，その要因として，韓国語では「集団
名詞」や「準集団名詞」などにもできるだけ複数形接尾辞を後接しようとする傾向が強く，点本
語に比べその共起領域が広いからだということが明らかになった。
4．意識調査による日本語と韓国語の複数形接尾辞の対照
4．蓬．調査の概要
　3節での文学作贔の分析結果により，iヨ本語での複数形接尾辞の使用頻度が韓国語のそれに比
べて低いことが明らかになった。さらに，この結果にもとづいて，日本語と韓国語の複数形接尾
辞の頻度差にかかわる要因についても考察を行った。しかし，これは，あくまでも文学作品とい
う限られた範囲での結果であり，収集された標本数にも限りがあった。そのため，この結果につ
いての裏付け調査の必要があると判断し，El本語話者と韓国語話者に意識調査を行った。ここで
は，3節で明らかになった両言語の複数形接尾辞の頻度差を，臼常の書語使用の実態として検証
する。
　以下に，今圏の意識調査の内容について，簡単にまとめておく。
　1）調査期問：200ユ年10月～IN
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2）調査対象：日本語話者575人（男性247名，女性328名）と韓国語話者431入（男性139名，女
　性292名）の合計1006人。
3）調査地域：日本語話者に対する調査は，東京を申心とした関東地域と大阪を中心とした関
　西地域で行った。一一方，韓国語話者に対する調査は，ソウルを中心とした京畿道地域と江
　陵を中心とした江原道地域で行った。
4）その他：インフォーマントの年齢層は中学生以上に限定した。なお，韓国語話者の場合，
　日本語学闘歴がないか2年以下であること，日本に長期滞在の経験がないことを条件とし
　た。これは，H本語能力の高い入や田本に長期滞在した経験がある入の場合，日本語が母
　語である韓国語に影響を与える可能性があると判断したからである13。
4．2、普通名詞と複数形接尾辞との共起
　ここでは，「普通名詞＋複数形接尾辞」の形式に対する欝本語話者と韓国語話者の意識につい
て考察する。調査の方法は，H本語話者には日本語で，韓国語話者には韓國語で，同じ内容の発
話を提示し，発話中の［］に入る形式として「普通名詞のみ」と「普通名詞＋複数形接尾辞」の
うち，どちらを選択するかを調べるものである。なお，インフォーマントの負掴を少なくするた
め，上の2種の選択肢のほかにfどちらでも良い」という選択肢も加えている。以下の場葡！が
その詳細で，「若者」という普通名詞が不特定多数を表す発話になっている。
　【場面1】
　　B本語版：一人の老人が膚分の孫に次のように話します。
　　　　　　　　「最近の［＝＝］は年寄りを敬う気持ちがないんだ」
　　　　　　　　1．若者　　　2．薪者たち　　　3．1と2どちらでも良い
　　韓国語版：妊上勉。1舎ス贈答oi。レ1司・エ銀告月下．
　　　　　　　　“EL9［＝］a（セ）hOJ　＆調墾削回PtN鯛・1・ド
　　　　　　　　1．醤薯01　2．醤｛｝o匿　　3．1斗2暑叫聖旨
　調査の結果を図1（次ページ）に示す。
　日本語話者では，「普通名詞のみ」の形式を用いるという回答がもっとも多く83％の翻答率で
ある。一方，韓国語話者では，「普通名詞＋複数形接尾辞」の形式を用いるという團答がもっと
も多く77％の回答率である。両平語話者の問でまったく反対の結果となっており，その数値の差
は非常に大きい。この結果は，X2検定により0．1％水準で有意差が認められた（X2（2）　・＝586．2，
p〈．Oel）．
　以上のことから，普通名詞を用いて不特定多数を指示する発話の場合，H本語話者はできるだ
け複数形接尾辞を後接せず，韓国語話者はできるだけ複数形接尾辞を後接するという傾向が検証
された。
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日本語話者
韓国語話者
oe／o 200／o 40e／o 60e／e soe／e iooe／，
普通名詞のみ 普通名詞＋｡数形接尾辞 どちらでも良い 合計
自認語話者 472（83％） 44（8％） 53（9％） 569（100％）
韓国語話者 35（8％） 328（77％） 64（15％） 427（100％）
（欠損値：｝三1本語話者で6，韓国語話者で4）
図1　両言語話者における「普通名調十複数形接尾辞」の選択数
4．3．集団名詞と複数形接尾辞との共起
　ここでは，「集団名詞＋複数形接尾辞」の形式に対する日本語話者と韓国語話者の意識につい
て考察する。
　調査の方法は基本酌に場爾1と同様であるが，ここでは，「観衆」という集団名詞を例として
取りあげ，陳団名詞のみ1と「集団名詞率複数形接尾辞」のうち，インフォーマントがどちら
を多く選択するかを調べる。以下の場面2がその詳細である。
　【場面2】
　　日本語版：オリンピック競技を中継しているアナウンサーのコメントです。
　　　　　　　　「競技場では大勢の［＝］が手を振って応援しています」
　　　　　　　　1．観衆　　　　2．観衆たち　　　　3．1と2どちらでも良い
　　韓国語版：書沼潮摺71暑誉刈苛エ銀セ叫毫’｝金層控叫暑鱗をOl曖鷲需u｝．
　　　　　　　　“摺7附叫ス郵駅書［＝］・1舎｛｝9暑aj暑廻糾エ・R－ts　99．”
　　　　　　　　L　宅｝秀　　　2．宅｝秀量　　　3，1斗2　暑　じ事書u干
　調査の結果を図2（次ページ）に示す。
　日本語話者では，「集団名詞のみ」の形式を用いるという園答がもっとも多く86％の図答率で
ある。一方，韓国語話者では，「集団名詞＋複数形接尾辞」の形式を用いるという圃答がもっと
も多く59％の回答率である。図！の結果と岡じく両言語話者の間で反対の結果となっており，そ
の数値の差もかなり大きい。この結果は，Jlr　L’検定により0．1％水準で有意差が認められた（X2（2）
　：4－23．　3，　p　〈．　OOI）　o
　以上のことから，集団名詞を用いる際に，日本語話者はできるだけ複数形接尾辞を後接せず，
韓国語話者はできるだけ複数形接尾辞を後接するという傾向が検証された。
　ここで，もう一つ注Hすべきことは，図1の普通名詞の結果と，図2の集団名詞の結果の比較
である。次ページの図3にその内容を示す。
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日本語言肖者
韓国語話者
oe／o 20％ 400／o 60e／e soe／e
どちらでも
Iooe／e
集膨名詞のみ 集団名調＋｡数形接尾辞 どちらでも良い 合計
臼本語話者 493（86％） 41（7％） 41（7％） 575（！00％）
韓国語話者 94（22％） 251（59％〉 82（19％） 427（100％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（欠損値：韓国語話者で4）
図2　両言語話者における「集団名詞十複数形接尾辞」の選択数
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臼本語話者の「複数形を後接しない」 83％ 85％
韓国語話者の「複数形を後接する」 77％ 59％
図3　複数形接尾辞との共起関係における「普通名調」と「集団名詞」の比較
　ec　3から見ると，日本語話者の場合，圓答率がもっとも高いのは普通名詞の結果でも集団名詞
の結果でも「複数形接尾辞を後接しない」で，言忌名詞83％，集団名詞85％である。両者の間に
大きな差はない。一方，韓国語話者の場合，贈答率がもっとも高いのは両者とも「複数形接尾辞
を後接する」だが，普通名詞77％，集団名詞59％であり，両者の間にかなりの差が見られる。こ
の数値的な差に関連して韓国語話者の腿答をさらに細かく見てみると，fどちらでも良い」とい
う園答は15％と19％でそれほど差がないのに対し，「普通名詞のみ（8％）」と「集団名詞のみ
（22％）」でかなりの開きがあることがわかる。
　この結果から，日本語話者では，前接する名詞が普通名調でも集団名詞でも，複数形接尾辞と
の共起意識はそれほど変わらないのに対し，韓国語話者では，前接する名詞の種類が複数形接尾
辞との共起意識に影響を与えていることがわかる。これには，二二2で提示した「吾誉（観衆）」
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のように，もともと語そのものが複数を表す集団名詞より，場面1で提示した「翻｛lol（若者）」
のように，文脈でしか複数と判断できない普通名詞のほうに，より積極的に複数形接尾辞を後接
しようとする韓国語話者の傾向が現れている。
5．韓国語の複数形接尾辞「LHIjについて
　ここでは，複数形接尾辞「暑」とともに，もう一つの韓国語の複数形接尾辞である「同Uの近
似複数としての用法について考察する。
　2節で，日本語と韓国語の複数形接尾辞の文法的性質の違いと関連して，近似複数の用法につ
いて述べた。日本語の複数形接尾辞が砂質複数と近似複数の両方を表すことができるのに対し，
韓国語の複数形接尾辞「暑」は近似複数の用法を持たないため，名前などの固有名詞や定記述に
は後接できないということである。3．2節の表1の分析で示した用例（20）はその一例である。日
本語文の「おばさん達」では，複数形接尾辞「たち」が近似複数の意味で用いられているのに対し
て14，その韓国語訳では複数形接尾辞の代わりに集団名詞「魅司（一行）」が用いられている。
これは，韓国語の複数形接尾辞「暑」に近似複数の用法がないことに起困ずる。
　韓国語でもっとも一般的な複数形接尾辞は「量」であり，これがほとんどの複数概念を表して
いる。掴1」はf暑」に比べて非常に使用範囲が狭い複数形接尾辞で，単純に指示対象を複数化
するというより，家族など瞥見のグループを表すという意味が強く，「琶」とはその用法におい
て若干異なる部分がある15。大阪外国語大学朝鮮語研究室（三986：p．733）には，「暑」と「硝」の意
味附な違いについて，
　　　暑は数に対する指示であり，司は基本的な利害を共通にする仲間内という団体指示である
　　といえる。
という記述が見られる。このように，「暑」に比べると使用範囲に制約が多い「Lll　jだが，文学
作品の分析結果をよく見ると，「則に関して興味深い事実が見出せる。
　文学作蒲の分析結果の表1の中で，臼本語版の「たち」が韓国語版で「暑」ではなく「司」に
対応しているものが2例あったが，ここで，もう一度その例をあげる。
　　（19）a　けど，おばさん達は，身投げと思わはったんです。　　　　　　　　　　　［一月3
　　　　b6｝ス】竪捌モ望月7｝ムム昆曇勢望嶽叫エ碧Z1戴ス1且．（けど，おばさんた
　　　　　ちは姉さんが霞分で身を投げたと思ったんです。）　　　　　　　　　　　　［望］
　（19a）の日本語文だけでは，「おばさん達」が指す指示対象がどのような集まりなのか明確では
ない。つまり，指示対象全員が「おばさん」という値を持っている同質複数にも，「おばさん」
と呼ばれる1入を代表とする近似複数にも解釈が可能である。一方，（19b）の韓国語文での
「叫吾ロ個Uは，「おばさん家」，または「おばさんの家族」の意味合いが強く，近似複数の解釈
しか持たない。以下の例を見るとより明瞭である。
　　（29）a　おばさん達は，お滝さんが子を孕んではる云う話は，一応秘密にしてはったんです
　　　　　けど，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［一月］
　　　　b　捌全IS量＆qヲi望月フ｝。幅フトMqte・10國モOS　AI日灘呈
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　　　　　㍊ス1魁．（おばさんちの家族たちは，滝姉さんが子を孕んだことは一切秘密にした
　　　　　けど〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［望］
　（29b）の韓国語文の日本語訳を見ればわかるように，韓国語での「人名詞＋Li｝」は「家」や
「家族」という意味が強い。このように，その使用場面においてバラエティに乏しいにもかかわ
らず，（19b）と（29b）から見ると，韓国語複数形接尾辞ヂ明は，「暑」に代わって近似複数を表
す役割を握っている複数形接尾辞であると判断できる。
　以上の文学作品での用例の考察をもとに，以下では，韓国語話者に行った意識調査結果につい
て述べていく。これにより，韓国語の複数形接尾辞「灘已」が近似複数に使われにくいということ
と，「L11」が「暑」の代わりに近似複数の用法を持つということを，言語使用の実態として検証
する。
　調査の方法は，近似複数しか表せない「固有名調＋複数形接尾辞」の形式として，質間1では
「智豊補暑（チャンオさんたち）」，質問2では「を堂列司（チャンオさんたち）」を取りあげ，こ
れらの発話に対し，インフォーマントがどの程度違和感を持つのか，4段階の容認度レベルから
選択してもらうことにした。本項欝は，韓国語話者だけに行った調査である。そのため，以下の
韓国語版の中には，実際の調査用紙とは異なるが，便宜上日本語訳をつけ加えている。
　【縫製1】
　　哺丑スレト智立ぶ紅樹唱申入滞暑暑筈望・月石◇10ト7鳳剛“を立厄避i：”oド斗ユ磐魁叫．
　　　（チャンオさんが代表者である集まりの人たちをひっくるめていうとき，「チャンオさんた
　　　ち（暑）」という。）
　　　all）智立禰量三暑玉体八1盃．（例）チャンオさんたち（暑）も一一緒に行きましょう。）
　【質問21
　　謝豆ス｝フ｝智堂粥望皿望糾入階暑暑薯望・咽・博7織匠“智堂列童”己｝エ唐魁叫．
　　　（チャンオさんが代表者である集まりの人たちをひっくるめていうとき，「チャンオさんた
　　　ち（剛）」という。）
　　　哺）智立列里呈脅列フ｝八1丑．（例）チャンオさんたち（司）も一緒に行きましょう。）
　本項欝で選択肢として提示した容認度レベルは，「まったく違和感がない」「それほどの違和感
はない」階干違和感がある」「非常に違和感がある」の四つである。調査の結果を図4（次ペー
ジ）に示す。
　質問三（暑）では「非常に違和感がある」という穣答が，質問2（Ll］）ではfそれほど違和感
はない」という圓答がもっとも多い。質問1の複数形接尾辞f暑」の場合，「若干違和感がある」
「非常に違和感がある」を合わせて，79％のインフォーマントが近似複数としての使用について
違和感を持っている。これに比べ，質問2の複数形接尾辞「L11」の場合，「まったく違和感がな
い」「それほどの違和感はない」を合わせて，59％のインフ＊一一マントが「違和感がない」と圓
答している。この結果から，韓国語でもっとも一般的な複数形接尾辞といわれる「＝E」より，狭
い範囲でしか使われない「司」のほうが，近似複数を表しやすいということが明らかになった。
　しかし，蘭軽したように，「用」の使胴にはある程度満たすべき条件がある。（19）と（29）の例
4！
質問1
　まったく＿、
難轟轟霧 嶺癬 非常に有く＿、
・・た・無熱旺稀羅i甜灘ll蔭論纂豪 非常に有
oO／e 20e／o 4ee／e 60％ 80％ rt　oo　g／e
　まったく
癢a感がない
それほどの
w?感はない
　　若干
癢a感がある
　非常に
癢a感がある 合計
質問1倦） 7（2％） 76（19％） 124（31％） 193（48％） 400（100％）
質問2（司D 44（11％） 195（48％） 99（25％） 64（16％） 402（100％）
（欠損値　質間1で31，質問2で29）
図4　韓国語話者の複数形接尾辞の近似複数としての使用に対する違和感度
でも触れたように，「司」が指す指示対象は「家」や「家族」，「組織」などに限られ，常に団体
指示でなければならない。今國の意識調査でも，備考欄に「「qUは家族でないと使えない」「そ
の集まりが家族なら，「劇使用に違和感はない」とコメントしたインフォーマントが多数見ら
れた。
6．まとめ
　以上，文学作品と意識調査の分析結果にもとづき，β本語の複数形接尾辞を韓国語と対照・考
察した。これによって，臼本語の複数形接尾辞の特徴と韓国語との相違点が明らかになった。
　まず，日本語での複数形接尾辞の使用頻度が，韓国語でのそれに比べ非常に低いということが
いえる。これは前接する人名詞によって両言語の複数形接尾辞の共起領域が異なるからである。
これについての結果は，つぎの2点にまとめることができる。
　　（1）普逓名詞が不特定多数を指示する場合，韓国語ではできるだけ複数形接尾辞を後接し，
　　　　それらが複数であることを形式的に明確にしょうとする傾向が強い。しかし，日本語で
　　　　は複数形接尾辞を後接しないことが多い。
　　（2）韓国語の場合，集団名詞や準集団名詞にもできるだけ複数形接尾辞を後接するが，日本
　　　　語の場合，このような人名詞には複数形接尾辞を後接しないのが普通である。
　また，韓国語の複数形接尾辞とは異なるN本語の複数形接尾辞の特徴として近似複数の用法が
ある。この用法についての結果は，つぎの2点にまとめることができる。
　　（3）韓国語でもっとも一般的な複数形接尾辞である「琶」は近似複数を表せない。しかし，
　　　　撮本語の複数形接尾辞「たち」は，飛燕複数とともに近似複数も表すことができる。
　　（4）「暑」の代わりに，韓国語で近似複数を表しやすい複数形接尾辞として「司」がある。
　　　　しかし，これはあくまでも家族などの団体指示に使われる複数形接尾辞であり，非常に
　　　　限られた範囲でしか用いられない。
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　今回の考察により，以上の4点が，臼本語と韓國語の複数形接尾辞の共起領域と用法における
相違点として明らかになった。
　以上のように，日本語と韓国語の複数形接尾辞は，共通点以上に多くの相違点を持っている。
本論では，「人名詞＋複数形接尾辞」のみを実質約な分析の対象としているが，今後は，さらに
考察の範囲を広げ，人名詞以外の品詞に複数形接尾辞が接続する形式についても，具体的な調査
と分析をする必要があると考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1仁田義雄（1997：p．108）は，「英語などの可算名詞が，〈数〉といった文法カテゴリを有し，《単
　　数形》か《複数形》かの，いずれかとして存在せざるをえなかったのに対して，EI本語の名詞
　　は，それが指し示す指示対象の数的異なりによって，自らの形態を変えることは，通例ない。」
　　と述べている。
2　これに関連して，野元菊雄（1978：pp．17－18）はつぎのように述べている。「「がた」というのは，
　　階上の人について使うのが普通でありましょう。「先生がた」などというように。これに対し
　　て「たち」や「ども」は，自分の側についていうことが多いようです。自分の側に属していな
　　くても，話し相手よりも低く待遇していいものについて使います。そのうち「たち」はそれで
　　もそうそのものを低めてはいないで，低めてはいるもののやや中立的となります。これに対し
　　て「ども」はもっと，それがついているものを低めるという機能を持っていますから，自分の
　　側についていうときは謙譲語と結びつく率が高くなります。…（中略）…そのほかに「ら」と
　　いうのもあります。「たち」と似たところがあると思います。」
3　この判断については，日本語母語話者3人に欝頭によるサンプル調査を行い，同様の圃答が得
　　られた。なお，［5］〔7｝［8］での，H本語のrなど」に豪たる「暑」の使用も特徴的である
　　が，これは後述する複数形接尾辞の近似複数の用法と深く関わっており，そこで詳しく述べ
　　る。
4最近では，日本語でも歌謡の歌詞などで「夢たち」「想い鵬たち」など抽象名詞に複数形接尾
　　辞を後接する形が見られるようになった。しかし，文化庁（1979：p．SO）では，「これら／それら
　　／あれらなどのように，一部の事物を表す代名詞につけて，その表しているものごとが複数
　　であることを表す。」として人称詞でない代名詞に薪ら」が後接できることは示しているもの
　　の，抽象名詞に後逸できるという記述はまだ見られない。
5　各用例の韓国語文の（）部のiヨ本語訳は筆者による直訳である。
6　「定記述ゴという用語は田窪行則（1997）の定義による。親族名詞や身分名，職業名，職位名な
　　ど，人称代名詞と固有名詞を除いた人称詞を総称する。
7韓国語の文法では，「暑」は接尾辞ではなく，不完全名罰として分類される。
8　この判断に関しても，注3で示したように，ロ頭による1ヨ本語母語話者へのサンプル調査を行
　　つた。
9　PJ本語の入称代名調については，すでに鄭恵先（2003）で様々な側爾から考察を行っており，そ
　　の中で韓国語の人称代名詞との対照も行っているため，複数形接尾辞のみを考察対象とした本
　　稿では特に扱わないことにする。
10　集団名詞，準集闘名詞，普通名詞という鵬語は，今圓の日本語と韓国語の複数形接尾辞の対照
　　にあたって，前接する人名詞を区分するために本稿で独自に名付けたものである。基本的に
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　　は，言語学用語のnoun　of　multitude（群集名言の，　simple　collective　noun（単純集合名詞），
　　common　noun（普逓名詞）の定義にもとづいているものの，必ずしも西欧言語でのこれらの
　　区分と一一一・致する贋語ではないことをあらためて断っておきたい。
11今圓分析対象とした小説の中には方轡形式が含まれる作晶が1作あったが，本研究で考察対象
　　としている言語形式とは直接かかわりがないと判断したため，あえて取り除くことはしなかっ
　　た。
12　「友達ら」という表現は，関東ではそれほど頻繁に使われていない表現だが，関瀕のほうでは
　　よく葺にする形式であり，若干四四的な性質を持っていると考えられる。
13　日本語話者の場合は，このような条件をつけ加えなかった。その理由としては，臼本語話者が
　　韓国語に接する機会が，韓国語話者が日本語に接する機会に比べてはるかに少ないというこ
　　と，筆者のH本での韓国語教育の経験により，若干の学習経験や生活経験があっても，母語に
　　影響を与えるほどの段階にはいたらないと判断したことがある。
14用例（20a）が近似複数であることは，本用例の前に出てくる以下のような発話が根拠となる。
　　「これには，家族は愚か，ここらの者から，偶々旅籠に泊ってはったお客さんまで，みんな心
　　配しまして，夜中に松明を持って，この辺り一帯を探して回ったんです。」
15大阪外國語大学朝鮮語研究室（1986：p．482）では，「一副の説明に，「①（同種の人の団体・群
　　れを表す語）…たち，…ら：♀司～われら，僕たち；早～a～夫人たち。②（人の名まえや称号
　　についてその人の）家族；所：唱甘。トヨンナミの家族（所）」と記されている。
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personal　noun　of　mu｝gtude，　simple　collective　persoRal　noun，　common　personal　noun，
　　　　　　　　　　　　　　　　　iiormal　plural，　plural　of　approxlmadon
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Absセact
　　　This　study　reveals　the　differences　in　context　and　usage　of　plural　suffixes　in　the　Japanese　Emd
Korean　languages．　rl　he　fundamental　data　were　obtained　from　works　of　literature　in　both　languages
and　the　findings　were　reinforced　with　questionnaire　surveys．　Firstly　to　clarify　the　differences　in
context　in　which　plural　suffptes　appear，　the　frequency　and　translation　in　literary　works　was
investigated．　ln　the　next　step，　a　questionnaire－survey　of　the　native　speakers’　intuitioR　of　both
languages　was　conducted　to　verify　that　the　contexts　mentioned　above　matched　with　the　real　usage．
　　　The　differences　in　context　in　which　a　common　personal　noun　takes　a　plural　suffix　are　as
follows：　（1）wnen　referring　to　an　indefinite　nttmber　of　people，　a　common　personal　noun　frequently
takes　a　plural　suffi＞〈　in　Korean　while　not　in　Japanese．　（2）A　personal　noun　of　muititude　or　a　simple
collective　personal　noun　takes　a　plural　suffix　very　frequently　in　Korean　while　seldom　in　Japanese．
　　　The　differences　of　usage　of　a　plural　suffix　is　as　follows：　（3）AJapanese　suffix，　一tachi，　can　refer
to　two　kiRds　of　plural，　namely　Rormal　plural　and　piural　of　appro＞dimation，　while　lts　Korean
counterpart，　一dul，　refers　only　to　normal　plural．　（4）To　refer　to　plural　of　approximation　in　the　Korean
language，　another　suffix，　一ne，　is　usually　used，　instead　of　一dul．
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